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　ET事業プロモーションと日台アライア
ンス促進を目的に、６月２日Computex会
場TWTCにてセミナーを実施しました。　
　ニュースにも取上げられる記録的な大
雨の中、100名を超える目的意識の高い
参加者が訪れ、講演後の質疑や講演者と
の挨拶でも大勢の方々が列を成す程、盛
況に開催することができました。
　また、戦略的マッチングイベントでもあ
る「InnoVEX」に参加。国策としてベン
チャー／スタートアップ企業支援による、
グローバルなオープンイノベーションを
促進する新たなComputexを垣間見るこ
とができました。このイベントはET・IoT 
Technology展でも同様の企画があること
から、大変興味深く参考となるものです。

台湾ET・IoT Technology セミナー
日本のIoT・組込み最新動向と
新たな日台アライアンス展開に向けて
日時　2017年6月2日13:30-17:00
会場　ワールドトレードセンターTWTC2階

プログラム
1．「日本の組込み・IoT最新動向とアライ
アンスの勧め」
JASA専務理事　門田　浩
2.「日台連携でIoT・組込み市場を狙え～
展示会活用とビジネスパートナーによる
展開～」
株式会社JTBコミュニケーションデザイン
西潟 将生氏
3.「IoTｘAIで加速するデジタル・イノ
ベーション～NECが提供する最先端AI
技術とIoTソリューション～」
日本電気株式会社 
マーケティング・ニュービジネス本部 主席
主幹　桑原 一悦氏
4.「IoT時代の社会インフラ・車・産業を支
える組込み技術と日立プラットフォーム」
株式会社日立産業制御ソリューションズ
常務取締役／組込みエンジニアリング事
業部長　武部 桂史氏

はじめに
　ComputexTaipeiはアジア最大級のICT
関連の専門展示会で、今年は5月30日（火）
～6月3日（土）の5日間開催されました。
　近畿支部では5月31日（水）～6月2日
（金）の2泊3日（実際は航空機の延着で3
日（土）に帰国）で視察研修を実施いたしま
したので報告いたします。

　会場は大きく二つのエリアに分かれて
おり、信義地区では世界貿易センターの
ホール１，ホール３、台北国際会議セン
ター、南港地区では南港展覧館で行われ、
26か国からの出展社数1,600社（5,010
ブース）、来場者は13万人以上で、そのう
ち国外からのバイヤーは167か国から
41,378名の登録があったということです。

　今回は「グローバル・テクノロジー・エコ
システムの構築」という位置づけで、「AI&
ロボティクス」、「IoTアプリケーション」、
「イノベーション＆スタートアップ」、「ビジ
ネスソリューション」、「ゲーミング＆VR」を
5つのテーマとして掲げ、イノベーションと
スタートアップにフォーカスした
「InnoVEXエリア」、IoTテクノロジーアプリ

台湾ET・IoTセミナー実施報告

ならではの注意ポイントを挙げて説明をさ
れていました。特にIoT機器では従来の固
定アンテナ設計とは違う課題が大変多く、
セミナー参加者からは様々な質問が飛ん
でいた。
　普段私達が使用しているスマホは、各
キャリアのLTEバンドの設定により複数の
周波数帯を切り替えて使っているようです。
　一方基地局によっては、数百メートル単
位で設置されているエリアもあれば、より広
いエリアに対応できる周波数帯しかカバー
できないエリアが存在しているそうです。
　スマートフォンでは電波強度の高い周
波数帯を切り替えて受信できるので、圏外
になることも少なくなるよう設計されてい
ますが、組込み機器の無線モジュールがコ
スト面からこのような機能を持たない場
合、採用した無線モジュールが特定のエリ
アで使い物にならない可能性がありえる
ため、組込み機器ならではの無線のノウハ
ウが必要であるというお話しは大変参考に
なるものでした。

Computex Taipei 2017視察研修報告
近畿支部

近畿支部 支部長　松本 浩樹　　視察団長　内藤 富雅
日程：2017年5月31日（水）～6月3日（土）　参加者：7社15名、近畿支部事務局

会場風景
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ケーションを展示する「SmarTEXエリア」、
App le社のMFi認証製品を展示する
「iStyleエリア」、オーバークロッキングや
バーチャルリアリティーを展示する
「Gaming & VR」の4エリアを新設し、これ
らに関連する製品出展及びイベントが行
われました。
　世界貿易センターに到着後、今年も台
北コンピュータ協会（TCA）東京事務所の
吉村氏に会場をざっとご案内いただきま
した。まず以下3つの見どころを紹介して
いただきました。①南港展覧館のGround 
Floorにある「TAIWAN EXCELLENCE」、
「Best Choice Award」、「d&i Award」の三
つのパビリオンに行き、出展社の中から選
ばれた製品をチェックすること。②南港展
覧館の4階SkyDomeでASUS、Acer、MSI等
地元台湾企業や、Microsoft等大手企業の
展示を見学すること。③世界貿易センター
ホール1の「SmartTEX」エリアでIoT関連
の展示を見学すること。
　Computexはハイスペック、高付加価
値、最先端技術ではなく、ロースペックで
もこれから日本や他国の企業と組んで何
かを作り上げようという展示会であり、バ
イヤーは半年先に商品化されそうな物を
見つけに来ていると解説いただいた。
　
展示会のトピックス
（参加者アンケートより抜粋）
世界貿易センターホール1

　　　　　　

　世界貿易センターホール1には「Smart-
TEX」（ウェアラブル、セキュリティアプリ
ケーション、車載電子製品、スマートソ
リューション、スマートホーム＆エンターテ
インメント等）最新のスマートテクノロジア
プリケーションが展示されていた。
・ロボットの展示
　ADATAのibotn、ASUSのZenbo、BanQの
MiBot、DiBotなど多数展示されていた。利

用シーンとしては受付～案内、接客、子供
の遊び相手などが想定されているようだ
が、現状の利用シーンでは「ロボットの形
にする意味があるのか」に疑問を感じた。

　　　　　　　　　

SMARTHOMEソリューション
　日本国内のSMARTHOMEは、経済産業
省主導でエネルギー軸での蓄、創エネル
ギーと、総務省主導でIoT軸での見守り等
が主流であり、実現するための技術論が
語られる場合が多いが、Computexでは既
存技術の活用により、即市場に展開できる
ソリューションが展示されており、日本の
技術を海外に、海外の技術を日本に、とい
う関係は難しいと感じた。日本がガラパゴ
ス化とならないかが懸念である。

　　

・IoTソリューション
　こちらの展示は日本国内と類似してい
るが、大きな違いはスタートアップできる
スピード感にあり、日本ではアイデアを見
せ、商品化に結びつけていく傾向にある

が、こちらでは既に動く形で見せているこ
とに差を感じた。日本が製品化する時には
既に海外では主流になっており、乗り遅れ
にならないかが懸念である。
世界貿易センターホール3
　ホール3では「InnoVEX」スタートアップ
企業による展示、賞金3万米ドルのピッチ
コンテスト等が行われていた。AI関連から
自転車に取り付けるダイナモまで幅広い
展示があった。
　　
　　　　　　　　　　

　その中でこの三角柱構造の3Dプリンタ
「FLUXDelta+」が目を引いた。機能・デザ
インとも優れており、Best Choice Awardの
金賞を受賞していた。
　「このような製品です。」「このようなこと
ができます」と、一つの点を強調したデモ
が行われていたが、日本でも見ることがで
きる技術であり、熱気は凄かったが特別興
味を引くものはなかった。
　こちらの会場でもAR/VRなどのキー
ワードを多く見かけた。

　　　　　　　　
南港国際展覧館
　南港国際展覧館ではiStyle（Apple社認
証製品）、Gamin& VR、海外企業の出展が
行われていた。

スカイドーム
・Microsoftブース
　ブースに入るには提示されているQR
コードからスマートフォンのブラウザの登
録サイトでいくつか情報を登録する必要
があり、面倒さに驚いた。
　登録後にスマートフォンに表示される
QRコードをかざしてゲートをくぐると、2階
に展示物が並んでいた。想像していたより

チェスを打つロボット
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工場向けの振動から故障予測するクラウ
ド（Azure）+IoTの展示や、AIでカメラ入力
から顔を認識して年齢を推定するオー
ダーシステムがあり、WindowsやOfficeと
いったMicrosoftから随分変わりつつある
ことを実感できる展示だった。
・Gaming&VRエリア
　七色に輝くファンやキーボード、毒々し
い色の液体による冷却装置、特殊な形状
のメモリモジュールを搭載したPCに衝撃
を受けた。またテスラモーターズの電気自
動車の展示もあり、自動車もコンピュー
ター製品のカテゴリーの中に入ってきたと
いう印象を持った。

　　　　　　　　　
グラウンドフロア
　優れたデザインの製品に贈られる「d&i 
Award Pavillion」、台湾にて優秀と認めら
れた製品を紹介するコーナー「TAIWAN 
EXCELLENCE PAVILLION」と、Best 
Choiceに選ばれた製品を紹介するコー
ナー「Best Choice Award Pavillion」があ
り、ここで目星をつけた上で、その製品の
企業ブースへ移動し詳細を見て回るスタ
イルだった。
　ただ残念ながら、南港展覧館ではあまり
日本語は通じなかった。

まとめ
　台北・桃園国際空港に到着後、展示会
場に直行し世界貿易センターを視察しま

した。2日目は自由行動で、各自が興味の
ある会場を回りました。下記の感想が寄せ
られました。
●今回、初めて海外の展示会を見学し、充
実した展示会視察をすることができた。
ブース内を見学していてもあまり声をかけ
てもらえない状況で、日本の展示会とは少
し違った印象を受けた。言葉の壁は大き
いものがあり、上手くコミュニケーションが
取れず躊躇してしまう場面があったのが
少し残念だった。今後グローバル社会に
なっていく中で、もっと勉強をしなければ
ならないと痛感した。
●今回、初めて海外出張で展示会訪問の
機会をいただき、貴重な体験をさせてい
ただいた。海外展開を考える中でコミュニ
ケーションを取るため、英語はやはり必要
だと認識した。
●展示会視察においては英語でのコミュ
ニケーションに対する自信のなさから、見
るだけで終わる部分も多かった。詳細につ
いて深く聞くことができなかったのが残念
であった。現地ガイドから台湾人の国民性
を教えてもらった。台湾とのビジネスを行
う際には、そのあたりに気をつけたい。
●異なる国、文化での展示会を経験した結
果、ITの世界は標準化がなされており、共
通事項がとても多いと感じた。そのため大
きな違和感なく各ブースを回ることができ
た。ただ、言葉が通じないという不便さを深
く痛感した。今後のためにも語学について
課題を感じた。熱気に触れ大いに刺激を受
けたこと、グローバルな観点での経験が得
られたこと、最終便の飛行機の欠航と、通常
ではできない景観を積むことができた。
●IoT、Gaming PC、AIに関連するブースが

多く見受けられた。またそれに関わる個々
の部品を展示するブースも多数あった。特
にGamingPC関連の製品（マザーボード、
SSD、PCケース、GPU、モニター、マウス・
キーボード等）がもっとも熱く注目を浴び
ているように感じた。組込みの世界とゲー
ムが関連する印象はなかったが、今回の
視察を通して組込みの世界とゲームを組
み合わせることにより、より組込みの世界
が広がるのではないかと強く感じた。
●3日間という短い期間だったが世界が注
目する展示会を訪れ、出展方法等も参考
になるものが得られる貴重な場だった。ス
タートアップの重要性やエコシステムに仕
立て上げる手法等、日本での感覚とは随
分違いがあることが実感できた。これから
も展示会で自社アピールに携わる際に参
考になる多くのことを学ぶことができた。
●とにかく英語のコミュニケーション能力
の低さを実感した。話す・聞くを重視して
いなったためだが、Google翻訳アプリでは
まだ間に合わないため英語の学習が必要
である。
●これまで国内におけるUSB PD対応はあ
まり注目されなかったが、PD対応のPC拡
張カードや対応HUBの展示を見ていると、
そろそろPD元年になりそうな気配を感じ
た。USB3.x対応については当面はHDMI
⇔USB3.x変換デバイスがキラーアプリに
なる可能性がある。今回の視察は良い経
験になった。
　また参加者同士の懇親会では、意外に
近いところで仕事をしている方がいたり、
仕事以外の話でも盛り上がり楽しいひと
時だったとの声がありました。今後の支部
活動で再会の機会があれば幸いです。 




